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Ⅰ は じ め に
我が国の総人口は，総務省「推計人口」によると平成２０（２００８）年１０月１日現在，１億２，７６９
万人で，６５歳以上の高齢者人口は，過去最高の２，８２２万人であり総人口に占める高齢化率の割
合は２２％を越える結果となった。年少人口（０～１４歳）を見ると平成５１（２０３９）年には，１，０００
万人を割ると推計されている。このように，総人口が減少するなかで高齢者が増加することに
より，平成２５（２０１３）年には，日本人口の４人に１人は６５才以上という超高齢社会を目前に，
ますます社会福祉に関する意識の高まりを見せている。
これら高齢者や加齢による身体機能の低下した多くの人々が快適な暮らしを実現させ，生活
の質（QOL）の向上を図ることは，様々な分野において大きな課題となっている。ファッショ
ン業界においても高齢者を重要な対象と見なし，年齢やサイズ，体型，障害などに関わりなく
快適な衣服，それにまつわる帽子から靴，さらに下着や副資材（マジックボタン，シ―ソーボ
タンなど）に至るまで，ユニバーサルデザインによる商品開発が行われてきている。
しかし，高齢者の衣服について，デザイン，サイズ，色，柄，素材など多くの不満や要望を
持っていることも事実である。また，このことが逆におしゃれをすることに消極的な姿勢を作
り出している原因の一つに考えられる。
そこで，北方圏学術情報センタープロジェクト研究において，北国に住む高齢者の衣生活の
質の向上を目指すことを目的に，「衣生活の実態と意識の調査」「高齢者の嗜好色」「素材と着
装方法」「衣服の着脱動作解析」「高齢者の身体特性」など様々な観点から研究を進めてきた。
また，これらの結果をもとに衣服のデザインを試み，ショー形式で発表している。これらは，
いずれも健康な高齢者を対象に実施したものである。
以上，研究の結果を踏まえて，体型の崩れを防ぐとともに洋服のシルエットを美しく保つた
めにユニバーサルファッションには，欠かすことのできない基本となる補正機能を持つ女性下
着の総称であるファンデーション（下着）について追求していきたいと考えた。加齢により崩
れた体型をいかに美しく装うことができるか。欠かすことのできない下着（ブラジャー）に焦
点をあて，高齢女性の下着（ブラジャー）着装の意義と高齢女性を対象にした下着（ブラジャー）
の効果，特にブラジャーについて装着前と装着後の比較検討，さらに各種のブラジャー着装の
自己評定をしてもらい，あわせて不満や改善を必要とすることやブラジャーについての悩みな
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どを明らかにすることを目的とする。
Ⅱ 高齢女性のブラジャー着装の実態と着装動機について
高齢女性にとって，「おしゃれ」をすることは，生活に張りをもたらし，生活への満足を高
めることが知られている１）。同様のことは，下着，特にブラジャーについても言えると考える。
ブラジャー着装の意義として，①ゆれを防ぐ ②バストアップさせる ③透けて見えるのを防
ぐ ④体型が崩れるのを防ぐ ⑤気分を引き締める ⑥着用していないと落ち着かない ⑦女
性であることを自覚するなどが上げられる２）。これらは，同時にブラジャーの着装動機とも考
えられる。
高齢女性のブラジャー着装の不満については，他のおしゃれアイテム同様，必ずしも高齢者
の体型は考慮されていないため，着装感や素材，価格について充分に満足しているとは限らな
い３）。ブラジャーに対する満足がおしゃれに対する意欲，ひいては生活の満足に影響を及ぼす
ことが考えられる。また，これは，着装しない理由ともなりうるだろう。
Ⅲ 研 究 方 法
１．研究１ 下着（ブラジャー）について着装前と着装後の比較検討
 目的
加齢により崩れた体型をいかに美しく装うことができるか。欠かすことのできない下
着（ブラジャー）に焦点をあて，高齢女性を対象にした下着（ブラジャー）の効果，特
にブラジャーについて，マルチン式計測器で側面から見た体型の違いおよび装着前と装
着後の比較検討を行った。このマルチン式計測器は，人間を測るための特殊な計測器で，
身長や二点間距離の計測などに使われている。さらに，体型観察の一方法で，多数のス
ライドする測定棒を人体の表面にあて，縦と横の体型が採集できる正確な断面計測であ
る，スライディングゲージ法で側面からも測定した。
図１ 採寸箇所 図２ マルチン式計測器
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高齢女性 T氏 M氏 N氏
身長 １５８５ １５４４ １４８８
ブラジャーの
装着有無
A B C A B C A B C
SNPから BP ２４４ ２４０ ２６８ ２４８ ２３７ ２６７ ２４４ ２４０ ２９０
FNPから BL １７４ １７７ ２０５ １８５ １８４ ２００ １７４ １７４ ２００
BPから BP １８８ １８４ １９０ １８５ １８１ ２２２ １７４ １７５ ２０４
アンダーバスト ７３０ ８３０ ８２５
SNP→BP（ショルダーネックポイントからバストポイント）
FNP→BL（フロントネックポイントからバストライン）
BP→BP （バストポイントからバストポイント）
 方法
・対象：協力を申し出てくれた高齢女性３名
Ｔ氏，Ｍ氏，Ｎ氏
・年齢：Ｔ氏７５歳，Ｍ氏７２歳，Ｎ氏７８歳
・実施日：２００９年１２月
・所要時間：約２時間
・実験用ブラジャー２種類：高齢者用異なるブラジャー２種類（（体型を整える効果を
持つブラジャー，異なる機能に重点をおいた数種のブラジャー，着装感や肌触りを重
視したブラジャー，動きやすさを重視したブラジャーなど）
・採寸箇所：図１に示す。採寸はマルチン式計測器（図２）を使用した。
高齢者３名における採寸は，表１のとおりである。
・スライディングゲージ法で測定（図３）。
表１ マルチン式計測器における高齢女性３名の寸法表
（Ａ，Ｂ：ブラジャー装着，Ｃ：ブラジャー装着なし）
単位：mm
５５
 結果
２種類のブラジャーをそれぞ
れに装着しているＡとＢ，ブラ
ジャーを装着していないＣにつ
いて，３名の高齢女性（Ｔ氏Ｍ
氏Ｎ氏）を対象に，マルチン式
計測器を使用したものが表１で
ある。
さらに，スライディングゲー
ジ法で測定し，アパレルCAD
のデジタイザーで読み取った結
果，図４，図５，図６に示すとお
りである。
① Ｔ氏（図４）
・装着しているＡは，FNPか
ら BPま で２０３．１mm，装 着
しているＢは，FNPから BP
まで２１２．６mmと９．５mmの差
でAの方が短い。
・装着していないＣは，FNP
から BPまで２２０．５mmとAB
図３ スライディングゲージ
図４ Ｔ氏側面から見た図
図５ Ｍ氏側面から見た図
図６ Ｎ氏側面から見た図
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に比べ７．９～１７．４mm下垂している。同様にFNPから BLまで１５．１～１９．１mm下垂し
ていることが分かる。
・乳間（BPから BPまで）は，Ａは１８８mm，Ｂは１８４mm，装着していないＣは１９０mm
とＢ＜Ａ＜Ｃである。装着にかかわらず２～６mmと大差が見られなかった。
② Ｍ氏（図５）
・装着しているＡは，FNPから BPまで１８５．７mm，装着しているＢは，FNPから BP
まで１７２．９mmと１２．８mmの差でＢの方が短い。
・装着していないＣは，FNPから BPまで１８８．６mmとABに比べ２．９～１５．７mm下垂
している。同様にＣはABに比べ，FNPから BLまで４．１～２４．７mm下垂しているこ
とが分かる。
・乳間（BPから BPまで）は，表１のとおりＡは１８５mm，Ｂは１８１mm，装着していな
いＣは２２２mmとＢ＜Ａ＜Ｃである。装着していないＣは装着しているABに比べ３７
～４１mmの差が見られた。
③ Ｎ氏（図６）
・装着しているＡは，FNPから BPまで１９１．２mm，装着しているＢは，FNPから BP
まで１９４．３mmとＢの方が３．１mm下垂している。
・装着していないＣは，FNPから BPまで２３３．４mmとABに比べ３９．１～４２．２mm下垂
している。同様にＣはABに比べ，FNPから BLまで３８～４１．６mm下垂しているこ
とが分かる。
・乳間（BPから BPまで）は，表１のとおりＡは１７４mm，Bは１７５mm，装着していな
いＣは２０４mmとＡ＜Ｂ＜Ｃである。装着していないＣは装着しているABに比べ２９．０
～３０．０mmの差が見られた。
 考察
Ｔ氏は，装着することでBPは，７．９～１７．４mmアップし，乳間は２～６mm内側へ
移動した結果となった。また，装着していないＣのアンダーバストの位置では，くびれ
がないが，装着しているABについては，一応の差が見られた。
Ｍ氏は，装着することでBPは，２．９mm～１５．７mmアップし，乳間は３７．０mm～４１．０
mm内側へ移動した結果となった。また装着していないＣのアンダーバストの位置では，
くびれがないが，装着しているABについては，一応のくびれが確認された。
Ｎ氏は，装着することでBPは，３９．１mm～４２．２mmアップし，乳間は２９．０mm～３０．０
mm内側へ移動した結果となった。また装着していないＣのアンダーバストの位置では，
くびれがないが，装着しているABについては，一応のくびれが確認された。
これらは，２００５年塩野が，ブラジャー着装の意義として，「バストアップさせる。体
型が崩れるのを防ぐ」などが上げていることと同様の結果が得られた。また，同時にブ
ラジャーの着装動機とも考えられる。
５７
２．研究２ 各種のブラジャー着装が他者からの印象形成に，どのような影響をもたらすのか
 目的
ブラジャー着装が，体型を整える効果を持つ点に注目するならば，それは，他者から
の印象形成に大きな影響を持つことが考えられる。ブラジャー着装が姿勢を正しくし，
服の着装を向上させ，若々しい印象を与えるとすれば，そのことは周囲の人から本人に
フィードバックされて，本人の生活の満足やQOLを向上されるだろう。しかし，一方
でブラジャーの他の機能に注目した商品もある。たとえば，体型を整えることよりも着
装感や肌触りを重視したものや動きやすさを重視したものなどが，これにあたる。これ
ら重視された機能によって，他者に与える印象は異なるのだろうか。また，着装しない
場合に比べて，どのような違いがあるのだろうか。これを実際に確かめることで各種の
ブラジャーの着装が，他者からの印象形成にどのような影響をもたらすのか比較検討を
行った。さらに着装感や肌触り，見た目など数項目についての自己評定をしてもらう。
あわせて，不満な点や改善を必要とすることやブラジャーについての悩みなどを面接法
により聴取する。さらにブラジャー着装が他者からの印象形成に，どのような影響をも
たらすのか，比較検討を行う。
 方法
・対象：協力を申し出てくれた高齢女性３名（Ｔ氏，Ｍ氏，Ｎ氏）
・年齢：Ｔ氏７５歳，Ｍ氏７２歳，Ｎ氏７８歳
・実施日：２０１０年６月
・所要時間：約２時間
・異なる機能に重点をおいた２種類のブラジャー（体型を整える効果を持つブラジャー，
着装感や肌触りを重視したブラジャー，動きやすさを重視したブラジャーなど）を実
際に装着した場合と装着しない場合において，上からＴシャツを着てもらい写真撮影
を行い，また，着装感や肌触り，見た目など数項目についての自己評定をしてもらう。
あわせて，不満な点や改善を必要とすることやブラジャーについての悩みなどを面接
法により聴取する。
 結果
図８で示すとおり，ブラジャーを装着した場合と装着しない場合において，上から市
販のＴシャツを着てもらい写真撮影を行った。装着していない写真Ｃは，装着している
写真ABと比べると，左右のBPの位置は，下がり，乳間（BPから BPまで）の距離
が長くなっている。その結果，Ｎ氏は，前胴回りでシワが寄っているのが明らかである。
それに比べ，ブラジャーを装着しているABは，BPの位置が上がり，左右のBPの位
置は中央側に寄っていることから，前胴回りでのシワがなくなり，シルエットが綺麗に
保っていることが明らかになった。さらに，種類の違うブラジャーを装着しても，FNP
から BPまでの距離，さらに乳間（ＰからBPまで）の距離は異なるが，装着しない場
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合Ｃに比べて，ある一定の美しさは保たれている。これは，同時に衣服を着用する時の
シルエットの美しさにも影響すると思われる。
以下の３点の項目は，高齢者３名から面接法で聴取したことをまとめた。
① 着装感や肌触り，見た目など数項目について，高齢者３名の自己評定
Ｔ氏は，ABともに肌触りは良いが，装着感は，ＡよりもＢの方が，体にフィット
感があり胸を包み込んでいるような感じがする。
Ｍ氏は，ＡよりもＢの方が肌触りが良く，装着感もＢの方が，ブラジャーと肩紐が
一体になっていることから自然に胸を持ち上げている感じがする。
Ｎ氏は，ABともに肌触りは良いが，装着感は，ワイヤー入りのＢよりもワイヤー
が入っていないＡの方が，着やすく楽で良い。また，装着していないと自然に前かが
みになるが，装着するだけで自然に胸を張ってしまい，姿勢が良くなったように感じる。
② 不満な点や改善点
後フロックよりも前フロックの方が，はめやすく良いのではないか。また肩紐が細
いと食い込んでしまうため，ある程度広い方が肩に負担がかからないのではないか。
③ ブラジャー着装が他者からの印象形成に，どのような影響をもたらすのか。
実際に高齢者３名に装着いただき，撮影した写真をそれぞれ見て評価をいただいた。
図７ 高齢女性３名におけるブラジャー装着の可否
５９
装着していないＣは，だらしなく見える。前の胴回りにシワが目立つ。BPと胴回りの位置が
近い。それに比べ，装着しているABとも BPと胴回りの距離がＣよりも長く，女性の体型を
維持しているように見える。若く見える。装着しているだけで姿勢も良く見える。
Ⅳ お わ り に
高齢女性にとって，「おしゃれ」をすることは，生活に張りをもたらし，生活への満足を高
めることが知られている１）。同様のことは，下着，特にブラジャーについても言えると考える。
高齢女性のブラジャー着装の不満については，他のおしゃれアイテム同様，必ずしも高齢者
の体型は考慮されていないため，着装感や素材，価格について充分に満足しているとは限らな
い３）。ブラジャーに対する満足がおしゃれに対する意欲，ひいては生活の満足に影響を及ぼす
ことが考えられる。また，これは，着装しない理由ともなりうるだろう。
今回は，ブラジャー２種類による装着した場合ABと装着しない場合Ｃについて，ブラジャー
着装が，体型を整える効果を持つことが明らかになった。ブラジャー着装が胸を張ることに繋
がり，それが姿勢を正しくし若々しい印象を与える。ワイヤー入りのものは装着感があり良い
とされる場合，逆にゆったりしているものが楽で良いとされる場合など様々な機能を持つブラ
ジャーはあるが，個々の好みや嗜好により異なる。
しかし，本人が好むブラジャーを着装することが自分に満足感を与え，おしゃれに対する意
欲につながる。これが，周囲の人から本人にフィードバックされて，本人の生活の満足やQOL
に繋がると考える。
今後は，ブラジャーの種類を増やし，着装感や肌触りなど聴取し，さらにブラジャー着装が
他者からの印象形成に，どのような影響をもたらすのか，比較検討を行いたい。
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